第32回　施設処遇検討会議　議事録

H19.11.19　13:30～15:30

青山荘地域交流室

　　　　　　出席者：長谷部A.O.M・小坂・小松・山田・原・山口・三浦・馬渡

（欠席者：千葉C.E.O・秋山S.G.M・清水S.G.M・佐々木）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 記　録：馬渡

議題

１：冨田　紀子　様　（青明舎利用者様）の処遇について

２：村上　元道　様　（青山荘入所者様）の処遇について

３：袴田　淑子　様　（青風荘入所者様）の処遇について

１：富田　紀子　様　（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症

　＜問題点＞

①突発的に被害的な発言を他者に振り、トラブルを招くことがある。

　　　　介入方法→・被害的な発言に対して、事実がない時には、本人に対して否定し、そのような発言がいつもあると困る事をはっきり伝えるように説明。言いにくい場合は、青明舎に相談するように伝える。

　　　　　　　　　・お金を取られたと被害的な発言があるのであれば、小遣い帳を記入して頂く。

　　　　　　　　　・他者からの指摘や注意を受入れられない時には、職員が介入し、その理由や裏付けの部分も加えながら説明し理解してもらう。

　　　②服薬管理について

　　　　介入方法→・世話人、青明舎の訪問時には服薬ボードを確認し飲み忘れがないか確認する。

　　　　　　　　　・飲み忘れがある場合は、外来時に残薬を持っていくように説明する。

＜評価＞

　　被害的な発言が多くグループホームでの他入所者とのトラブルに繋がる恐れがある。その為にもなぜ本人が被害的になるのかを病的な部分とは別の視点で本人を見る事が必要になる。金銭に対する被害妄想や服薬に対する間違った知識を他者へ伝える等他の入所者への影響も考えられる。グループホームでの人間関係はどうなのか、他の入居者とは交流はどうなのか、うみねこ幸房での様子等、本人の理解が必要であるとともに本人との信頼関係を造ることが求められる。今後うみねこ幸房の対象外になると考えられる為、今の作業を別な場所で継続していくことも考え、本人を理解しニーズを引き出していく事が課題である。

２：村上　元道　様　（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　　　

　＜問題点＞

就労訓練について（継続）

　介入方法→・意欲向上
　　　　　　作業の特徴として、「単純作業」「体力仕事」「給料なし」など挙げられ、作業意の低下も考えられる。正の評価を行い、作業及び意欲を持続させる。

　　　　　　・目標設定

　　　　　　　　　就労訓練を行うにあたり、訓練目標設定する。現実検討力低く、本人との面談を通し、課題キーワードを決定。キーワードに沿い、定期的に訓練成果を振り返る。点数で自己評価し、成果を実感しやすくする。

（継続性・規律性・就労意義の理解・作業手順の理解・体力向上・ストレス耐性）

・訓練実施状況の観察
　　　　　　訓練を一緒に行う機会を設け、密に作業内容を観察し、生活場面も合わせて変化を観察・評価を行う。

　　　　　　　　　・相談の場の提供

　　　　　　課題部分は朱夏職員、青山荘職員と修正できる様、積極的に相談して頂くこととし、青明舎など他機関職員にも評価して頂く機会を設け、本人の満足感を高めていく。また、本人なりに活動の目標を設定しているが、やや高目標であると考えられ、職員との面談場面を設け、活動の数量や内容を検討する。

生活スタイルの乱れ・金銭管理・余暇活動・退所への焦燥感

　　　　介入方法→・青山荘での生活において対人交流・施設使用マナーなどに課題があり、本人に生活の見直しを繰り返し行って頂く機会を作る。

・本人は自主的に退所後の生活場所を探すなど、退所への関心高く、焦燥感有しているが、職員と話し合い、退所期限を明確に明確にせず、「就労訓練を継続して取り組み、作業・生活において支障ないと判断された後」と決定する。

・金銭管理に関しては、毎月収支の確認を行っているが、生活保護受給費が増えたこと（食費算定方法見直し・冬季加算）により、支出に影響を来たしている。外出時には毎回注意する様説明する。

・青明舎など福祉機関と相談し、退所後も継続して収支の確認を行える環境を構築していく。担当職員だけでなく、多方面からの助言を行い、職員全員で同様の対応をすることで、本人に課題があることを認識・考慮して頂く。

家族関係の調整

　介入方法→・面談の機会を設ける。（両親のアセスメント）
現在の両親の生活状況（仕事や家事など生活スタイル）の確認や長兄の生活状況や以前の加療時の状況、両親との関係性などを把握する。

・長兄に対する援助

長兄は現在も自宅で生活しているが、家事や農業など手伝うこともなく、外出することも少ない。長兄の状態によっては医療機関受診、生活保護受給援助などを行う。

実際に生活していく為の生活技能（家事技能）は有しているとのこと。

＜評価＞

　　前回の問題点として、女性との交際については、付き合いを続けていく上でのデメリットのついて話すこと、相手が外泊時には電話の回数が多くなり、本人のストレスが増すようであれば介入の必要がある。対処については焦燥感があり、マンションを探しに行くことがあり、見学までは行っていないが、不動産屋に行こうとしている為に介入している。家族調整については必要に応じて必要な援助のみ行い、あまり深い介入はいなくてもよいのではないか。就労に関しては本人の一般就労に対するニーズ・考えの明確化、今後の目標やその経過段階の検討などが必要である。本人の特徴として一番大きなことは、現実検討の低さと自己評価が高いことや職員や福祉制度へ依存的である。本人の評価を青山荘だけではなく青明舎や関係機関からも行い、本人が現実検討し、危機感を与えることなども必要である。

３：袴田　淑子　様　（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　　　　　　

　＜問題点＞

①身の周りのことが出来ない。（掃除、洗濯など）

　介入方法→・自室が乱雑な為、定期的にスタッフと一緒に自室の掃除を行なう。

　　　　　　・何日も同じ衣類を着ている場合は、声がけし更衣を促す。

　　　　　　・洗濯に関しては、定期的に声がけをしていく。

　　　　　　・本人の日課表を作成し、何をする時間か本人と確認しあい、自発的に出来るように支援する。

②間食の時間帯が守れず、食事をきちんと取ることができない。

　介入方法→・本人と相談しながら、一日のおやつの量と食べる時間を決める。

　　　　　　・姉とも現状について相談し、外泊時に買うのではなく、土日を利用し買い方について支援を行っていく。

　　　　　　　　　・食事を拒否しても、促しにて摂取できる時もある為、間食の摂取状況も確認しながら声をかける。

　　　　　　・朝、食事の放送にて起きだしている為、空腹感がない。6時に起き、朝の体操を行なうよう習慣づけしていく。方法としては、前の日に、職員と一緒に目覚ましをセットする。目覚ましで起きれない場合は、スタッフが声がけをしていく。

③余暇時間は無為に過ごす事が多い

　介入方法→・青風荘のレクや個別の外出等を通して本人の興味・関心を拡大する。

＜評価＞

　前回と問題点は継続であり、お菓子についてはお姉さん伝えたのだが、外泊時に本人を不憫に思ってお菓子を購入してくる。本人は自分の欲求以外は受け入れがたく、認知行動はあり、洗濯・着替えなど出来るがめんどくさがり、その都度声掛けを行い対応する。当番を行わないと相手の方に迷惑になることを説明し本人の役割であることを意思付けを行い、現在の本人の機能を下げないように支援していく必要がある。

